
科目名 工学実験 (Mechanical Engineering Laboratory )

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

前期 30時間

担　当　教　員 【常勤】機械工学科各教員

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

工学実験を行うことにより、講義で学ぶ理論などの理解を助け、それらを体験的に学習できる。このこと
と共に、実験を通して関連する試験機、機器、装置、道具などの操作方法に習熟し、データの測定、整
理、解析方法、計算方法などの様々な技法を修得できる。

第4学年 機械工学科 履修 １単位 必修 実験

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

各実験テーマの目的を
深く理解し、その実験を
正確に実行することがで
きる。

各実験テーマの目的を
理解し、その実験を実行
することができる。

各実験テーマの目的を
ある程度理解し、ある程
度の実験を実行すること
ができる。

各実験テーマの目的を
理解できず、その実験を
実行することがでない。

到達目標
②

単独で操作できるほど、
試験機、機器、装置、道
具などの操作方法に習
熟できている。

試験機、機器、装置、道
具などの操作方法に習
熟できている。

試験機、機器、装置、道
具のいずれかの操作方
法に習熟できている。

試験機、機器、装置、道
具のいずれの操作方法
も習熟できていない。

到達目標
③

データの測定、整理、解
析方法などの様々な技
法を正確に習得でき、正
しい図表の作成ができ、
実験データと理論値を対
比する事ができる。

データの測定、整理、解
析方法などの様々な技
法を習得でき、図表の作
成ができ、実験データと
理論値を示すことができ
る。

データの測定、整理、解
析方法などの様々な技
法のいずれかを習得で
きている。

データの測定、整理、解
析方法などの様々な技
法のいずれも習得できて
いない。

達　成　度　評　価　（％）

(1)各実験テーマの目的を理解しその実験を体験することができること。 (1)報告書の中の目的の項を主に評価する。 10%

(2)試験機、機器、装置、道具などの操作方法に習熟することができるこ
と。

(2)報告書の中の実験方法の項を主に評価する。 10%

到達目標
④

目的と結論を明確に示
し、実験結果の図表と参
考文献を判り易く引用
し、深い考察のある適切
な報告書をまとめること
ができる。

目的と結論を示し、実験
結果の図表と参考文献
を引用し、考察のある報
告書をまとめることがで
きる。

実験結果を報告書にま
とめることができる。

実験結果を報告書にま
とめることができない。

学習・教育到達目標 （A)② JABEE基準１（２） (d)-(2)

(3)データの測定、整理、解析方法などの様々な技法を習得することがで
きること。

(3)報告書の中の実験結果の項を主に評価する。 30%

(4)実験結果を報告書にまとめることができること。 (4)報告書の中の考察の項を主に評価する。 50%

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 100

            　　　　　    評価方法
指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート 口頭

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎

思考・推論・創造への
適用力【適用、分析レベル】

◎

汎用的技能
【ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙ】

○

態度・志向性(人間力)
【責任感，ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ】

◎

総合的な学習経験と
創造的思考力【　　】



学　習　上　の　留　意　点

機械工学の各分野において重要な種々の基礎的な実験を行う。それぞれの実験室を2回ほど巡回して行う。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

講義で学んだ理論を体験することで、深く理解できるチャンスです。実験を通して関連する試験機や道具などにも慣れ、デー
タの整理、解析、計算方法などの様々な技法も修得できます。判らないことは、遠慮なく担当教員に質問してください。

関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 各担当教員が講義する授業科目

教科書 各担当教員が実験書（プリント）等を配布する。

補助教材等 各担当教員が指定する。
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

生産加工学実験室
（後藤　実）

１．切削加工面の解析
２．切削面の粗さ測定

図表の書き方を予習・
復習すること

機械材料実験室
（德永　仁夫）

１．金属材料の引張試験・じん性試験
２．示差走査熱量測定

プリントを配布する．

知能ロボット実験室
（内堀　晃彦）

１．アルゴリズムと計算量
２．データ構造とと計算量

生産工学実験室
（德永　敦士）

１．熱電対の製作とその検定
２．熱物性値の計測

機械材料実験室
（南野　郁夫）

１．太陽光発電システムのI-V特性の測定
２．太陽光発電システムの部分陰特性の測定

自動制御実験室
（一田啓介）

１．ソフトコンピューティング
２．移動ロボットによる走行実験

総　授　業　時　間　数 30 時間


